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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

学生時代に半導体結晶成長の
分野から研究をはじめ，半導体表

面反応の研究をするうちに，アモルファスシリコンなど
有用な膜が低温で形成できるプラズマに興味を持ちまし
た．博士修了後二十数年，プラズマは全くわからないと
ころから多くの先生方に教えてもらいながら，プラズマ
を用いた薄膜成長・表面処理の研究を行っています．半
導体・固体物理や超高真空からプラズマ科学へとバック
グラウンドが変わり戸惑うことも多かったのはもちろん
ですが，プラズマ応用分野のプラズマでさえ，その多様さ・
制御の難しさに今でも考えさせられます．
本会の九州支部学術講演会には発表の連名者が本会会
員であったため参加させていただいていました．その際
には，様々なプラズマ研究の発表に触れ，大型のプラズ
マ制御・計測の研究の面白さ・難しさを知り，プラズマ
照射された材料の状態の解析の研究では固体物理の研究
との共通性を感じました．また，様々なところで，プラ
ズマに関する研究状況のお話を聞かせていただくたびに，
プラズマの研究の面白さ・難しさを感じるとともに，自

分の勉強不足を感じています．
プラズマがわかった，だからこうすればよいプロセス
ができるというところに達していませんが，気が付けば
あと十年で定年かというところにも近づいてしまいました．
今までの経験を使ってなにか良い仕事が一つでもできな
いかと思いつつも，授業や会議が終わった後でも気持ち
を入れ替えて実験に取り組む体力と気合が重要かなと思
います．さらに，現在所属する大学では，就職状況のよ
い中で大学院に進学してくれる学生が極端に減っていま
すので，プラズマをはじめ研究の魅力をどのように伝え
ればよいのかも課題になっています．
数年前に現在の所属に異動したことから本会に入会し
ましたところ，一年半前から編集委員になりました．編
集委員として，委員会に提出する本会誌の企画案につい
てはあれやこれやと一年以上考えておりますが，いよい
よ提出する時期も近くなってきました．プラズマ応用の
分野で少しでも魅力ある企画を出したいと思っております．
� （篠原正典）




